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午前10時０分開会

会議に付した案件

○概要説明

商工観光労働部、総合政策部、県土整備部

１．本県の観光の現状と課題について

２．スポーツキャンプ・合宿の現状について

○協議事項

１．委員会の調査事項について

２．調査活動方針・計画について

３．県内調査について

４．次回委員会について

５．その他

出席委員（11人）

委 員 長 黒 木 正 一

副 委 員 長 西 村 賢

委 員 星 原 透

委 員 井 本 英 雄

委 員 松 村 悟 郎

委 員 二 見 康 之

委 員 日 髙 陽 一

委 員 太 田 清 海

委 員 満 行 潤 一

委 員 重 松 幸次郎

委 員 井 上 紀代子

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

商工観光労働部

商工観光労働部長 井 手 義 哉

商工観光労働部次長 中 原 光 晴

観光経済交流局長 酒 匂 重 久

部 参 事 兼
小 堀 和 幸

商 工 政 策 課 長

観 光 推 進 課 長 岩 本 真 一

スポーツランド
丸 山 裕太郎

推 進 室 長

オールみやざき
髙 山 智 弘

営 業 課 長

総合政策部

総 合 交 通 課 長 小 倉 佳 彦

記紀編さん記念事業
坂 元 修 一

推 進 室 長

県土整備部

港 湾 課 長 江 藤 彰 泰

空港・ポートセールス
横 山 義 仁

対 策 監

事務局職員出席者

政策調査課主査 持 永 展 孝

総 務 課 主 幹 木佐貫 真 一

皆さん、おはようございます。○黒木委員長

ただいまから、観光振興対策特別委員会を開

会いたします。

まず、委員席の決定についてでありますが、

ただいま、御着席のとおり決定してよろしいで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○黒木委員長

します。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付の日程（案）をごらんくだ

さい。

本日は、商工観光労働部を初め、観光振興に
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関連する関係各課室に御出席いただきます。

また、本日は、委員会設置後初の委員会であ

りますので、商工観光労働部から当委員会の設

置目的に関する事項として、本県の観光の現状

と課題及びスポーツキャンプ・合宿の状況につ

いて説明をいただきます。その後に、調査事項

及び調査活動方針・計画について御協議いただ

きたいと思いますが、このように取り進めてよ

ろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○黒木委員長

します。

それでは、執行部入室のため暫時休憩いたし

ます。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

それでは、委員会を再開いたし○黒木委員長

ます。

本日は、商工観光労働部、総合政策部及び県

土整備部においでいただきました。

まず、初めに一言御挨拶を申し上げます。

私はこの特別委員会の委員長に選任されまし

た東臼杵郡選出の黒木正一でございます。さき

の臨時議会におきまして、この11名が委員とし

て選任され、この１年間調査活動を行うことと

なりました。

今、観光を取り巻く状況といいますと、訪日

外国人が急増しておりますし、民泊新法を初め

いろんな観光関係の法律が一斉にことし改正さ

れるということ。それから国においても、隣県

においても、本県におきましても、近い将来、

観光誘客につながるような大きな行事が予定を

されております。

その背景のもとで、この委員会は設置された

というふうに考えるところでありますので、今

後、本県の観光振興について努力してまいりた

いと思いますので、皆様方の御協力をよろしく

お願いいたします。

それでは、委員を紹介いたします。

最初に、私の隣が、日向市選出の西村賢副委

員長です。

続きまして、皆様から見て左側から、都城市

選出の星原透委員です。

延岡市選出の井本英雄委員です。

児湯郡選出の松村悟郎委員です。

都城市選出の二見康之委員です。

宮崎市選出の日髙陽一委員です。

続いて、右側から、延岡市選出の太田清海委

員です。

都城市選出の満行潤一委員です。

宮崎市選出の重松幸次郎委員です。

宮崎市選出の井上紀代子委員です。

以上で委員の紹介を終わります。

執行部の皆さんの紹介につきましては、お手

元に配付の出席者配席表にかえさせていただき

たいと存じます。

それでは、早速、概要説明をお願いいたしま

す。

。○井手商工観光労働部長 おはようございます

商工観光労働部長、井手でございます。本日

はどうぞよろしくお願いいたします。

さて、本県にとりまして、観光は裾野の広い

大変重要な産業の一つということで、本県が持

つ地域資源を生かした魅力ある観光地づくりに

取り組むとともに、スポーツランドみやざきの

推進や神話、神楽など記紀編さん記念事業の取

り組み、さらには宮崎牛を通じた食への取り組

み等、本県がこれまで築いてまいりました強み

を生かして誘客等を行ってきたところでござい
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ます。

このような中で、我が国は、2019年から2021

年にかけまして、ラグビーワールドカップ、そ

して東京オリンピック・パラリンピック、さら

には関西ワールドマスターズゲームズと世界的

なスポーツイベントが開催されます、いわゆる

ゴールデン・スポーツイヤーズを迎えます。

本県におきましても、2020年は記紀編さん記

念事業の集大成の年でもありますし、国民文化

祭、全国障害者芸術・文化祭が開催される年で

ございます。かつてない規模の人々の交流が期

待できます。これらの機会をしっかりと捉えま

して、本県観光の飛躍へのチャンスとしていか

なければならないと考えております。

そのため平成30年度予算で認めていただきま

した観光みやざき未来創造基金、これも活用し

ながら、商工観光労働部以外の県庁の各部局と

も十分に連携を図って、国内はもとより、海外

からも選ばれる観光みやざきの実現に向けまし

て、職員一丸となって取り組んでまいりたいと

考えております。

黒木委員長を初め、委員の皆様方の御指導、

御支援をよろしくお願い申し上げたいと思って

おります。

本日は、お配りしております資料、表紙の下

に目次を掲載しておりますけれども、ここにあ

りますとおり、本県の観光の現状と課題につい

て、そしてスポーツキャンプ・合宿の状況につ

いての２点について御説明をさせていただきた

いと思います。

詳細につきましては、この後、それぞれ担当

課長・室長のほうから説明をいたします。よろ

しくお願い申し上げます。

私からは以上でございます。

それでは、資料の説明を○岩本観光推進課長

させていただきます。

資料の１ページをお開きください。本県の観

光の現状と課題についてでございます。

まず、１の現状についてでございます。資料

の１ページから３ページまで、主な観光の指標

であります観光入込客数、それから延べ宿泊者

数、それから観光消費額の３つについて、それ

ぞれ本県の経年の推移と全国でどのぐらいの位

置にあるかというのを示しているところでござ

います。

まず （１）の観光入込客数の推移でございま、

すけれども、表の１をごらんください。

表の右側に波線がございます。左と右で大き

く数字が異なっておりますが、これはその下の

米印にも記載しておりますように、平成22年に

集計方法を国の共通基準に基づいて変更したこ

とによるものでございます。そういった前提で

ごらんいただければと思います。

ごらんいただきますとおり、平成22年に口蹄

疫、翌23年には新燃岳噴火や東日本大震災の影

響で入込客数が大きく落ち込みました。しか

し、25年には初めて1,500万人台を突破いたしま

して、翌26年、また下がっておりますが、これ

は水害や消費税の増税といった要因があったと

ころでございます。そして、28年に熊本地震等

によってまた落ち込んだということでございま

す。ただ、全体的には、やや増加傾向にあると

いうことが言えるのではないかと思っておりま

す。

表の２をごらんください。平成28年のデータ

でございますけれども、本県の入込客数は全国

で29番目。この表の中に記載のない長崎県と沖

縄県を除く九州内では最下位というところでご

ざいます。

ちなみに長崎県と沖縄県については、入込客
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数のデータが公表されておりませんので、この

表の中に入っておりません。

次のページの（２）延べ宿泊客数の推移でご

ざいますけれども、表の３をごらんください。

こちらもやや増加傾向にありまして、平成29年

につきましては、これは速報値となっておりま

すけれども、391万1,000人泊で、これも統計の

出し方を変更しました平成22年以降では、最多

となっております。

その下の表の４、全国比較を見ますと、本県

、 。は39番目 九州内では７番目となっております

入込客数では佐賀県を下回りましたけれども、

延べ宿泊者数では、辛うじて同県を上回ってい

る状況でございます。

次に、３ページをお開きください。

（３）観光消費額の推移でございます。表の

５をごらんください。こちらは平成28年の熊本

地震で大きく消費額が落ち込みました。しかし

それ以前は、1,500億円台でほぼ横ばいで推移を

していたというところでございます。

その下の表の６でございますけれども、全国

比較でいきますと、本県は34番目、データのあ

る九州６県の中では最下位ということになって

おります。

次に、４ページをごらんいただきたいと思い

ます。

２の課題でございます。本県観光の現状から

見えてくる課題の主なものを３つ上げておりま

す。

まず、１番目の課題ですが （１）にあります、

ように、本県は宿泊客よりも日帰り客の割合が

大きいことが上げられるかと思います。

表の７から表の９までは、平成28年の南九州

３県におきます日本人の観光入込客数と消費額

に関するデータでございます。

表の７をごらんください。ごらんのように本

県は観光入込客数では、鹿児島県とほぼ同程度

でございますけれども、その下の表の８の消費

、 、額で比較しますと 鹿児島県の2,306億円に対し

本県はその半分程度の1,261億円にとどまってお

ります。

、 、 、その理由としましては 表の８で 上が宿泊

その下のラインの部分が日帰りということに

なっておりますが、この宿泊、日帰りの割合が

違うということ、それと表の９の消費額単価の

比較を見ればわかりますように、本県は他県と

比べて、消費単価の高い宿泊客の割合が少ない

ということが上げられるかと思っております。

その主な要因でございますが、上のほうにご

ざいますけれども、まず１つ目としましては、

本県には温泉のような宿泊動機につながるキラ

ーコンテンツが少ないということが言えるので

はないか、そして２つ目としましては、県外か

らの観光客のうち、宿泊を伴います遠方からの

九州外からの入込客が約３割と少なくなってお

りまして、約６割が日帰り圏内である隣県から

の入り込みといったようなことが上げられるの

ではないかと思っております。

次に、５ページをお開きください。

２つ目の課題といたしましては （２）にあり、

ますように宿泊者数の月別変動が大きいことが

上げられるかと思います。

表の10をごらんいただきたいと思います。こ

れは平成29年の速報値ですけれども、南九州３

県のホテル・旅館等の月別客室稼働率を示した

ものです。実線であらわしておりますのが、本

県の状況でございます。

全体の傾向としましては、その上の波線で示

しております鹿児島県とよく似通っております

けれども、本県の特徴といたしまして、スポー
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ツキャンプシーズンであります２月とゴルフマ

ンスの11月の稼働率が６割を上回るという一方

で、梅雨時期の６月の稼働率が５割を大きく下

回っておりまして、繁忙期と閑散期の差が他県

よりも大きいことが見てとれます。

今後は、繁忙期の稼働率を高どまりさせると

同時に、閑散期の稼働率をいかに引き上げるか

というのも課題ではないかと考えております。

その下、３つ目の課題といたしまして（３）

でございますが、インバウンド需要を十分に取

。り込めていないことが上げられるかと思います

表の11をごらんください。平成29年までの本

県の外国人延べ宿泊者数の推移を、国・地域別

の内訳がわかるようにグラフにしたものです。

全国的なインバウンド需要の高まり、それから

本県におきましても、韓国からのＬＣＣ就航や

アシアナ航空の増便などもありまして、平成29

年の本県における外国人延べ宿泊者数は、速報

値で31万人泊と過去最高を記録しております。

しかしながら、その次のページでございます

が、表の12でございますけれども、都道府県別

の外国人延べ宿泊者数の平成29年速報値をグラ

フにしたものですけれども、本県は、全国中位

の26番目とはなっておりますけれども、インバ

ウンドに関しては、まだまだ大都市圏などに入

り込みが集中しているということが見てとれる

のではないかと思っております。

そして、その下の表の13をごらんください。

インバウンドについては、九州７県でも大きく

伸びております。熊本地震のあった平成28年で

、 、さえ微増という傾向が見てとれますし 29年は

速報値で751万3,000人泊と過去最高となってお

ります。

そうした中で、本県は一番上の位置にしてお

りますけれども、平成28年に佐賀県に抜かれま

して、九州ではインバウンドの延べ宿泊者数最

下位という状況となっております。

前ページのほうのその要因でございますけれ

ども、前ページに戻っていただきますが、この

ように本県のインバウンドが他県に及ばない理

由といたしまして、①ですけれども、まず、海

外からの入国ゲートとなる成田や羽田、関西空

港などのハブ空港、そして九州内におきまして

、 、は 福岡空港などの拠点空港から県内の観光地

特に高千穂とか県内のさまざまな観光地までが

遠く、二次交通での移動に時間がかかるといっ

た、アクセス不便であるというようなことが上

げられるかと思います。

、 、 、また もう一つは まだ本県の知名度が低く

特に直行便のない国や地域では、外国人に対す

る発信力が弱いということも上げられるのでは

ないかと考えているところであります。

次に、７ページをお開きください。

３の今後の取組の方向性でございます。ただ

いま御説明しました課題を踏まえますと、今後

は、主に以下の３つの取り組みが重要になるの

ではないかと考えております。

まず、１つ目といたしましては、宿泊客の割

合が低い本県の現状を踏まえまして、宿泊に結

びつくような観光メニューの開発等に力を入れ

てまいりたいと考えております。

考えられる取り組みといたしまして、その下

に例を挙げておりますが、まず旅行者のニーズ

を的確に捉えた宿泊を伴うような朝型、夜型の

観光メニューの開発、それから神話や食など本

県観光の強みを生かした県内観光地をめぐる周

遊型の旅行の提案、あるいはゴルフ、サーフィ

ン、サイクリングなど滞在時間が長いスポーツ

ツーリズムの推進。

また、４点目としまして、こうした宿泊に結



- 6 -

平成30年５月21日（月曜日）

びつく観光メニューの効果的な展開やスポーツ

キャンプの通年化の推進などによって、観光客

が年間を通じて本県を訪れ、宿泊するよう促し

ていく必要があるのではないかと考えていると

ころです。

次に、②の海外や九州以外の大都市圏からの

入り込みが他県よりも少ないという現状を踏ま

えまして、こうした地域に対する誘客プロモー

ションの強化が必要だと考えているところであ

ります。

その際は、どういった客層をターゲットにす

るのか、あるいはそのターゲットに対してどの

、ようなアプローチをするのが最も効果的かなど

、マーケティングに基づいた戦略立てをしながら

効果的なプロモーションを行うことが重要だと

考えています。

また、インバウンドに関しましては、定期航

空路線のある国・地域からの誘客をさらに強化

しますとともに、欧・米・豪を初め本県の知名

度がまだ低い国や地域からの誘客に関しまして

は、隣県や九州観光推進機構などと広域で連携

しながら、プロモーションを実施するのがより

効果的ではないかと考えているところです。

そして、最後に③ですが、取り組みの３つ目

といたしまして、また来たいと思わせる観光地

づくり、すなわちリピーターの確保というのが

非常に重要になると考えております。

そのためには、まず、おもてなしの充実とそ

れにかかわる人材の育成、次に、特に訪日外国

人が安心して快適に旅行を楽しめるような受入

環境づくり、例えば多言語で利用できる情報通

信環境の充実や二次交通アクセスの改善などが

上げられるのではないかと考えております。

また、魅力ある観光地づくりの取り組みとし

まして、世界農業遺産やユネスコエコパークな

どのブランドを生かした世界ブランドのみやざ

きづくりや、本県の豊かな自然やすぐれた景観

を生かした美しい宮崎づくりの取り組みなども

推進していく必要があると考えているところで

す。

私の説明は以上でございます。

私からは、ス○丸山スポーツランド推進室長

ポーツキャンプ・合宿の状況について御説明を

させていただきます。

説明資料の９ページをお開きください。

初めに、１の平成28年度の受入状況について

であります。

まず （１）の受入団体数・延べ参加人数であ、

りますが、平成28年度は熊本地震の影響等によ

り、前年度よりやや減少はいたしましたが、受

入団体数1,310団体、延べ参加者数18万2,235人

と、いずれも過去２番目を確保し、全体的にも

右上がりの傾向が続いている状況であります。

、（ ） 。次に ２ の月別の延べ参加人数であります

ごらんのとおりプロ野球・Ｊリーグ等の春季

キャンプが行われている１月から３月、右側で

ございますけれども、これが３万人前後と一番

のピークで、夏合宿の８月がこれに続いており

ます。

一方で、年度初めの４月から６月が明らかに

閑散期でありまして、今、観光推進課長が申し

上げましたとおり、通年化の課題があると受け

とめております。

次の10ページをお願いします。

２の平成30年春季プロ野球・Ｊリーグのキャ

ンプ状況（速報）についてであります。

１で御説明した県外からのスポーツキャンプ

・合宿の受け入れ実績につきましては 現在 29、 、

年度を集計中でございまして、本日は28年度を

御説明いたしましたけれども、今春、平成30年
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春季のプロ野球・Ｊリーグの観客数等につきま

しては、別途、速報として整理しておりますの

で、その状況を御説明いたします。

ごらんのとおり、今春は７市町において、プ

ロ野球７球団、Ｊリーグ17チームのキャンプを

受け入れたところであります。

資料の左下にプロ野球各球団の観客数の速報

値を記載しておりますけれども、ことしは、読

売巨人軍宮崎キャンプ60周年記念ＯＢ戦の実施

等もありまして、ほとんどの球団が前年を上回

る観客でにぎわったところであります。

プロ野球・Ｊリーグのキャンプは、まさにス

ポーツランドみやざきを長年牽引する観光みや

ざきの大きな財産であります。今後とも、関係

市町等と連携し、キャンプの受け入れに万全を

期してまいりたいと存じます。

なお、資料には記載しておりませんが、ラグ

ビーワールドカップの公認チームのキャンプ地

の内定等について御報告させていただきます。

県議会の皆様方の御支援のおかげもありまし

て これまでの誘致活動が実を結び 先月４月20、 、

日に組織委員会から、強豪国イングランドの公

認チームキャンプ地として、その内定を受ける

ことができました。さらに今月初めには、イギ

リスのトライアスロン、パラトライアスロンチ

ームが本県でキャンプを実施されたほか 今月27、

日からは、ラグビー日本代表が、前回のワール

ドカップ以来３年ぶりに宮崎合宿を予定される

など、来年のラグビーワールドカップ、そして

２年後の東京オリ・パラなど、メガスポーツ大

会に向けた国際級のキャンプ誘致受け入れもい

よいよ本格化してまいりました。

今後、宮崎市など関係機関と連携し、万全の

受け入れ体制を整え、スポーツランドみやざき

のさらなる飛躍につなげてまいりたいと存じま

す。

私からの説明は以上であります。

執行部の説明が終わりました。○黒木委員長

御意見、質疑がございましたらお願いいたし

ます。

ちょっと確認でお伺いしたいんで○二見委員

すけれども、本県の観光の現状と課題の中で延

べ宿泊数の推移というのがあるんですが、こっ

ちの場合は、観光入込客数の比較とかではない

ので、ビジネス客等も含めた数という認識でよ

ろしいんですか。

、○岩本観光推進課長 この数値につきましては

ビジネス客も含んでおります。

となると、こっちの観光客という○二見委員

ところのデータと宿泊数の全部のデータという

のと、ここ辺の精査というか、どういう割合で

来ているかとかいうのも、やっぱり今後のいろ

んな政策を考える上では大事なのかなと思うん

ですけれども。そこ辺、この４ページの課題で

も、宿泊客より日帰り客の割合が多いというこ

とで、これは多分、観光客のことを言っている

んだと思うですが。その観光客の対策なのか、

そういうビジネスとかの人たちも含めての対策

なのか、そこ辺の整理というのはされていらっ

しゃるんですか。

ほとんどが観光客のデー○岩本観光推進課長

、 、タになっておりますので ビジネス客も含めて

対策としては、このデータをもとに考えていき

たいというふうに考えているところでございま

す。

それぞれ本県の現状と課題という○星原委員

ことで報告いただきながら 表なんかを見て思っ、

たのは、結構、宮崎は観光とかいろんなことを

言っている割には、やっぱり九州内でこの数字

だなというのを見て、多分ずっと同じような流
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れでここ10年来なら10年来、流れてきている。

これからの取り組みを見ても、やっぱり以前か

ら聞いているような話の中身が流れてきている

んで、これから５年先、10年先の量はふえてい

くかもしれんけれども、それはどこもふえてい

くような形で、新たに何をどうやって伸ばして

いくかということに取り組まないといけないの

かなというふうに思うんですね。

要するに、春のキャンプとか、あるいは韓国

、からの人たちがゴルフで冬場は来てくれるので

２月、３月あたりはふえているのかな。通年通

してどういうふうな形で今後取り組むのかとい

うことが重要で。

一つは、今ビジネスホテルは結構できている

んですけれども、ホテル神田橋とかプラザホテ

ルとかそういうホテルが逆になくて、観光用の

少しグレードの高い感じの宿泊の分野において

は、多分それを補えるだけのホテルが減った関

係もあるし、これからもそういうものが出てこ

ないと、ふやそうとしてもなかなか厳しいのか

なというふうに思いますね。

そして、やっぱりあとは、要するにここには

人数だけで書いてあるけれども、男女、年代別

の割合についてどういう形で皆さん方が把握さ

れているのかな。その辺のところをターゲット

をどこに絞ってとか、少ない月にはどんなイベ

ントをして、呼び込むための努力をするのかと

か、具体的にある程度そういったものを絞りな

、 、 、がらいかないと 多分 春のキャンプのときは

話を聞くと、泊まる場所がないとかという話を

聞くわけですよね。

ですから、逆にこの表でいくと、少ない月の

ときをどういうふうな形で宮崎に、どういう層

を呼んでくるのかというのを具体的に団体なん

かとも協議しながら取り組みをして、ＰＲをす

るでも、そういう形のときに何か宮崎のものを

売るものはないのかと。そういうことをやって

詰めていかないと、なかなかふえないでしょう

し、特に金額の面で鹿児島の半分近くというの

、 。 、は やっぱり宿泊が少ないからだ 宿泊すれば

やっぱり夜は飲食店街に飲みに出たりとかいろ

んな形で、１人の消費額というのはふえていく

だろうというふうに思うんですよね。だからそ

ういうものをどうしていくのか。ただ漠然とい

、ろんなことをやろうやろうとするんじゃなくて

そういう月別の考え方とか、男性、女性、年齢

。そういったものをどういうふうにしていくのか

特に宮崎はやっぱり農畜産・水産物、要するに

食料供給県というか、おいしいもんがいっぱい

あると言われているわけですから、そういうも

のでどういうふうに取り組みを進めていくのか

。 、 、ということをやっていく だから 国内の客と

今度、海外からの客においては、海外からどう

いうところからどういうことで呼んできたら宮

崎に来てくれるのかというのを具体的にそうい

うことをやっていかないと、こういう表で我々

に示されても、来年どれぐらい、パーセントで

５％伸ばすとか10％伸ばすんだとかという目標

を掲げて、その目標を達成するには何をどうし

なくちゃいけないかという、そこまでやってい

かないと、ここ10年来見ているのと同じような

形で、何かいろんな問題が起きれば減る。全体

的にどこもふえたときは、同じようにふえる。

国のほうでは2,000万人を超えて2,800万人ある

いは4,000万人と言われているわけですから、逆

に言えば、倍になるためには、宮崎もどうした

ら倍に、ここを５年前や３年前から倍にするた

めにはどうするのか。そういうものを真剣に取

り組んでいかないと。先ほど言われた基金があ

る。基金をどういうふうに生かした使い方をす
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るのかというところまで示して、いろんな団体

の人たちもそれに向けて取り組みをやるような

形、方向性を示してあげないと、なかなか簡単

に進まない。

今、どこもやっぱり各県、九州各県も、ある

いは全国的にも、取り組みは同じことをやると

思うんですね。その中で伸ばすためには何をど

うするかというのを、もう少し具体的にやって

いかないと厳しいのかなというのを感じたとこ

ろです。

今の星原委員がおっしゃ○岩本観光推進課長

られたとおりだと思っております。

今回は、全体の状況というのをいま一度、ゼ

ロからもう一回再点検してみようというような

ことで、この大ざっぱなデータになりましたけ

れども。

おっしゃられるように、観光客のニーズも年

々変化しておりますし、海外からのお客さんも

ふえる中でもいろんな、国によってもニーズも

違いますということもありますので、そういっ

たニーズを踏まえたターゲットごとの効果的な

手法でしっかりアピールをしていかなくちゃい

けないなということは思っております。

まさにそれを従来からの取り組みではあるん

ですけれども ＤＭＯといったことでマーケティ、

ングの考え方をしっかり取り入れながら、ター

ゲットにしっかりと刺さるような魅力を伝えて

いくというようなことが非常に大事になってく

るかなというふうに思っているところでござい

ます。

もう一点。日本はもう人口減少が○星原委員

進んでいるわけですから、国内の需要というの

は減る一方だと思うんですね。どっちかといえ

ば、伸ばしてしていく。やっぱり海外からこれ

から東アジア地域と経済交流戦略とかグローバ

ル戦略とかを打ち出してきた、その成果がどう

出てくるのかというあたりをもっと深く踏み込

んでいって、やっぱり海外からの人たちが何を

求めて宮崎に来るのか。スポーツをゴルフとか

サーフィンとか色々書いてあるけれども、そう

いった人たちをふやしていこうとするのか。食

を基準にして、食べるもので、やっぱり行って

おいしかった。じゃあ、仲間を連れてまた来る

とか、いろんな人にＰＲしてもらえるような段

取りとか、そういう食を中心にした形なのか。

そういったものをはっきり打ち出して取り組ん

でいくべき時期に来ているんじゃないかなとい

うふうに思うんですよね。そういうことを考え

て、これから取り組んでいただければというふ

うに思います。

以上です。

。○太田委員 １ページの一番下の表の２ですね

これ福岡が入込客数は３番手につけていますよ

ね。私どもがイメージでいうと、例えば京都。

、 。京都は この表でいうと８番目ぐらいですかね

京都はそういう位置につけていますよね。私ど

もがイメージでいうと、京都のほうが強いんで

はないかと思うんですが、えらい福岡が健闘し

ている。この京都というと、寺社仏閣がいっぱ

いあって、修学旅行なりいろんな外国人も、後

で外国人のデータも出ていますけれども、入込

客数とかは多いはずなのに、福岡がこんなに強

いというのはなぜなのか、どういう実力がある

のかですね。

今のは１ページのところです。今度は３ペー

ジの一番下の表の６。これも観光消費額が福岡

は２番手につけて、京都は７番手ですよね。福

岡ってすごいなと。何をもってこのような強さ

があるのか。これはどう分析されますかね。こ

れは難しいかもしれませんが。福岡はなぜそん
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なに強いのか。

直結するようなデータは○岩本観光推進課長

ちょっと今あれなんですが、恐らくクルーズ船

による入国が大きいのではないかなというふう

に考えているところです。特に中国、台湾等か

らの大型のクルーズ船、１回に4,000人、5,000

人と乗せてくるわけですけれども、こういった

方々が買い物を中心に福岡県近辺に旅行される

ということが大きく影響しているのではないか

なと推測しております。

わかりました。その辺の分析が正○太田委員

しければというか、そうなんだろうと思います

が、一つの参考になるのかなと思いました。わ

かりました。

それと、もう一つよろしいでしょうか。５ペ

ージのところの一番上の表の宿泊者数の月別変

動が、宮崎県の場合は大きいということ。これ

も現実で、分析されていると思います。６月と

いうのは、梅雨の時期とか野外での何らかのも

のがなくなるということなのかなと。そういう

ことでは、宮崎、鹿児島も影響を受けやすいん

だなと思います。熊本はなぜ強いのかなという

、ことの分析がなかなか難しいかもしれませんが

満遍なく宿泊数が多いというのは、何かの実力

を持っているのかなという気もしますが、あり

ますかね。これは難しいかもしれませんけれど

も、どうでしょうか。

こちらもちょっとまだ詳○岩本観光推進課長

しい分析ができておりません。新幹線が通って

います熊本、鹿児島と比較してもあんまり、こ

れかなり違いますので、ちょっとここもなかな

か難しいところではあるんですが。

、 、例えば考えられる要因としては すみません

はっきりわからないんですけれども、熊本地震

等でいろんな対策を打っているというようなと

ころで、効果も出ているのかなというようなこ

とをちょっと思ったりはしたところです。

申しわけございません。これについては明確

な根拠といいますか、裏づけになるようなもの

は、ちょっと私どもでは把握しておりません。

わかりました。ちょっと気になる○太田委員

ところで、うちがなぜ弱いのか。それは気候的

な問題とかそういう地理的なこととかいろいろ

あるかもしれませんが、ちょっとその辺は、私

どもとして、こう表を見せられると、どうして

かなと思うところです。これはなかなか確定的

に言うのは難しいところはあると思いますが、

一応そういうふうに感じたところでした。

６月の落ち込みが激○井手商工観光労働部長

しいというのは、本県の過去からの大きな課題

の一つでございます。

委員おっしゃるとおり、確かにいろんな要因

、 、があるんですけれども ６月に雨の多い時期で

屋内型の観光施設が少ないというのが原因の一

つと言われたことがございまして、熊本の場合

は、レジャーランドとか熊本城とかということ

で、旅行商品がある程度組めると。雨が降って

いても、そこである程度滞在できるような施設

があるということで、通年通して旅行商品が組

みやすいというお話は聞いたことがあります。

本県の場合は、そういう施設が少のうございま

して、なかなか６月に大人数を回すような屋外

型の観光施設が少ないというのも一つの要因か

と。それ以外にもいろいろございまして、それ

ばっかりではないというふうには認識をしてお

ります。

今の太田委員の指摘は大変おもし○井上委員

ろいと思うんですよね。福岡と京都はどうして

こんなに違うのかとかっていう指摘ですよ。こ

れは福岡と京都と考えていただくと、全くとい
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うぐらいイベントの数が違うんですよね。京都

で行われる神社仏閣を見てぐるっと回って、御

飯を食べて京都で泊まって、というだけではな

いイベントが、物すごく福岡では開催をされて

いるということ。もう一つは、皆さんも御存じ

だと思いますが、やっぱり福岡に中国資本がす

ごく入っているということもあって、中国客の

入り込みがすごく多いということ。そういう意

味での分析というのはしておく必要があるん

じゃないかなと思っている。先ほど、星原委員

が言われたとおりなんで、彼がもう全部言って

しまったので、私たちもこの分析が全然間違っ

。 、ているなんて誰も思っていないわけです ただ

問題は、今後これをどう取り組むのかっていう

ことです。

、私は４月の初めにイタリアに行ったんですが

そのときに言われたのは、日本に対する興味と

いうのは物すごくあるそうです。それも地方に

対する興味というのかな。だから、日本政府が

出している観光のところで私も話を聞いてきた

、 。 、ので そこは変わりがないと思うんです ただ

問題は、地方に行きたいと思っていても、その

アクセスをどんなふうにして行ったらいいのか

ということとか、そこがどういうものがあるの

かというのが知られていない。

例えば、南で宮崎というところはスキーもで

きるんですよ、と言ったら、お互い日本人同士

なんだけれども、わあー、とびっくりされて、

宮崎でスキーですか、みたいな。まだその次元

ですか、みたいな感じなんだけれども。やっぱ

り知られているようで知られていないというと

ころが、残念ながら、宮崎はそういうところが

あると思うんです。

、 。だから 今話題になっているじゃないですか

佐賀県は何であんだけタイの人たちが来るのか

。 、みたいなやつがですね 向こうにいる人の中で

タイを日本人が発信しているということが非常

に大きな話題になっています。だからこそタイ

の人たちは佐賀に来ると。だから、やがて佐賀

は私たちを追い越して、ずっと前のほうに行か

れるんじゃないのかなって、逆に思うんです。

だから、何かのきっかけというのは大変必要だ

と思うんですけれども、どうやって情報を届け

ていくのかということ、そしてどうやって来た

らおもしろいのか、何が宮崎に来たらおもしろ

いのかということをお知らせできるというのも

大変重要なんじゃないですかね。

ちょっと商工観光労働部にお話をしましたシ

ムシステムなんかも含めてそうだけれども、そ

ういうことがしっかりと丁寧なことがされてい

るということは、とても大事なんじゃないかな

と思うんです。

。宮崎でだめなものってそうないと思うんです

だめなものはない。余りない。でも、売り方が

下手くそということだけなんだと思う。プレゼ

ンが下手ということだと思うんです。だから、

どこでプレゼンしたときに届くのかということ

の そこが何かあんまり議論されていないんじゃ、

ないのかなというのは常々思いますね。どこに

どんなふうにしたときに発信されていくのかと

いうことが、その分析が必要なんじゃないのか

なというふうに思いますね。これからまた１年

間かけて議論するわけだから、そのあたりのこ

、 。とをうまく分析して 感じてもらえるといいと

キャンプであれだけの方たちに来ていただい

て、宮崎のキャンプ情報というのはすごく出る

わけだけれども、それプラスアルファがなかな

かない。そのときだけというのがですね。それ

がちょっと残念だなと思う。

それと意外や意外 オリックスがこんだけファ、
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ンがおったかという感じもしないでもないです

よね だから 私たちが知らないところで広がっ。 、

ていく部分というのは、やっぱりきちんと分析

しておかないと。観光のときに、ターゲットと

言われるけれども、ターゲットって何なの。ど

ういう人たちをターゲットとするのかというこ

とも含めて、そういう意味での分析というのが

ちょっと足りない。それに対する対応をどうし

ていくのかということがなかなかうまく伝わっ

ていないのかなと思う。

ミラノで食博があったときに、宮崎というの

は、特別にブースを持ったぐらいあったわけだ

けれども その後の詰めが非常に弱かったんじゃ、

ないのかなというふうには思いますね。行って

みて、それはすごく感じました。

イタリアみたいなところは、イタリア全体が

美術館みたいなところだから、中世の昔のもの

がそのまんま残ったところで皆さんが暮らして

いるから、ヨーロッパの人たちはみんなイタリ

アには来るというような状況のところなので、

行って観光で学ぶものといったら、やはり臆せ

ず全てを見せるというぐらいの構えがないと、

やっぱり来ていただけないのではないのかなと

いう思いはしましたね。

、 、だから こんなものって思っていたところが

、大変魅力のあるものであったりするわけだから

もう少しその辺での磨き上げ方をちょっと研究

されるといいのかなっていうふうには思いまし

たね。

今、井上委員がおっしゃ○岩本観光推進課長

られたように、しっかりとターゲットごとのニ

ーズ等を分析して、それに一番効果的な施策と

いうことが非常に大事だと思っております。

それでお話のありましたキャンプにつきまし

ても、スポーツキャンプというのは非常に宮崎

県の観光の誘客の柱だと思っておりまして、実

は昨年の11月に観光実態調査というのを補正予

算をつけていただきまして、実施をして、３月

にまとめております。

これによりますと 携帯の発信する電波を拾っ、

ての動態調査だったんですが、初めてこんなこ

とをやったんですけれども、位置情報等を活用

しての調査だったんですけれども。これを見ま

すと キャンプに来られた方の日帰り客が大体64、

％ぐらい、１泊以上の宿泊者が残り36％という

ふうな状況がわかったりだとか、あるいは、ほ

、とんどがキャンプ目的で来られるということで

周辺の観光地にはなかなか足が伸びていないと

いうようなことで。

そういったことを踏まえて、今後は、キャン

プ地周辺の観光地なり、あるいは食への結びつ

けなり、そういった取り組みをもっと強化して

いかなくてはいけないのではないかなというよ

うなことがわかりました。

それとあとサーフィンについても、これはイ

ンターネットでのアンケート調査をやりました

けれども、宮崎県でのサーフィン経験者という

のが45％いまして、その６割が、２回以上のリ

ピーターということでございます。６回以上の

リピーターになると、40代の男性というのが顕

著でございますので 若いうちに宮崎にサーフィ、

ンのファンになってもらって来てもらって。と

いうのが、大体、友達の口コミで連れて来ると

いう方が多いということで、そういった方を若

いうちから誘導することによって、さらに本県

のサーフィン愛好者がふえるのではないかと

いったようなことも考えております。

そういった細かな分析もやりながら 今後しっ、

かりと対応していきたいなと思っているところ

でございます。
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この前、国際コンベンションを宮○井上委員

。崎神宮でパーティーとかされたじゃないですか

国際コンベンションというのは、とても有効な

。 。んですよ ああいうものをどう誘致していくか

だから宮崎にイベントが必要というのは、そう

いうこともそうなんです。だって、シーガイア

ができたときにスティングが来て、それ以降、

宮崎で何か誰かが来るようなそういうものが

あったかというと、ないわけですよ。あのとき

初めてスティングが来て、それ以来ぱったりで

すからね。だから、宮城あたりに行けば、それ

こそ嵐が来るわ、スマップはもうあれだったけ

れども そういう方たちが来るわけですね やっ、 。

ぱりどうやってそういう大がかりなというか、

耳に入り、実際来ていただいて感じていただい

てというようなイベントをどうつくり上げてい

くのかということは、やっぱり考えておく必要

というのがあるんじゃないですかね。

また、次の段階として、知事も頑張ってそこ

もやろうとされているので、期待はしていると

ころだけれども、やっぱり人が来なきゃってい

うのがあるので、リュックサック背負ってでも

、 、いいから来なきゃというのがあるので だから

宿泊の高いところじゃなく安いところに泊まる

かもしれないけれども、まずは人数を呼んでこ

なきゃみたいなですね。だから、そういうのな

んかもちょっと丁寧にやりながらやっていかな

いといけない。

今度10月にインドで国際会議があるんですけ

れども、呼んでいただいたので、ちょっと見て

こようかなという気持ちはしているところなん

です 南インドでも そういう国際コンベンショ。 、

ンみたいなのをどんどんやったりして、そして

南インドの状況を広げていこうとされていると

いうのは、あれは自由だと思う。各企業が来ま

すからね。大きな企業と国が来ますから。だか

ら、コンベンションは一つ一つ丁寧に、きちん

ととっていくというのは大事なんじゃないのか

な、というふうには思いますね。大きな国際会

議はとっていくというつもりで。そうすると、

少しずつ発信されていくんじゃないかなと。

先般ありましたＬＲＥＣ○岩本観光推進課長

という多言語の関係の国際会議でございま

す。1,000人を超える参加者が、６日間というこ

とで延べ6,000名規模の参加者がありました。中

には、宮崎市周辺だけではなくて、自分たちが

参加するいろんなセッションの合間を縫って、

高千穂あたりまで旅行に出かけられたりとか、

あるいは延泊してそういった観光地を回られた

りといったこともあったようです。

非常にコンベンションにつきましては宿泊を

伴いますし、そういった周辺観光地等への経済

波及効果も高いということですので、なかなか

競争が今厳しくなっておりまして、世界の中で

も、今、中国とかアジアが非常に誘致に名乗り

を上げてきている状況の中ですので、まずは日

本に持ってくる、それから宮崎に持ってくると

いうことで、非常に競争は激しいんですけれど

も効果の高いものですので、しっかりとそこ辺

は取り組んでいきたいと思っております。

今後の取り組みの中で修学旅行、○重松委員

教育旅行、これについての今の取り組み状況と

課題はどのようにお考えになっているんでしょ

う。

修学旅行の直近のデータ○岩本観光推進課長

がまだ集計中でございまして、28年度までしか

手元にはございませんけれども。修学旅行につ

きましては、平成２年に青島の橘ホテルの閉鎖

等を踏まえて、あるいは、その間にオーシャン

。ドームが閉鎖したりとかいろいろございました
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そんな中で、宮崎のほうは非常に低調になって

はきていたんですけれども、最近は、南九州３

、県で一緒に合同で誘致活動したりというように

いろんなことをやりながら、徐々に成果はあら

われてきているかなというふうに思っておりま

す。

国内のそういう小中学校、高校からの、高校

はなかなかないですけれども、小中学校からの

誘致もありますし、あと、最近では台湾からの

修学旅行というのもふえておりまして、28年に

は13団体1,400泊ぐらいしていただいているとい

うことで、このあたりも定期航空路線の就航の

効果、誘致活動の成果ではないかなと思ってい

るところでございます。

あと、今後の課題といたしましては、なかな

か修学旅行というのは、２年先、３年先を見据

えて決定していくというようなことですので、

そういう関係先にしっかりとコネクションを

持って、要するにつながりを消さないように取

り組みをつないでいくということと。

あと、最近、学習型のアクティブ・ラーニン

グと言いまして、より深く地域の課題とかを生

徒たちに学ばせるというようなことで、それが

一つの教育素材になるというようなことで成果

があらわれているやに聞いております。宮崎県

はなかなか戦跡めぐりとかそういったポイント

が、熊本とか鹿児島と比べて余りないもんです

から、そういったものをしっかり素材として、

宮崎の歴史文化なり神話なり、そういう地域の

課題等を一つのテーマに取り上げていただくよ

うなこともこれから進めていきたいなと思って

いるところでございます。

全ての素材を有効活用して修学旅○重松委員

、 。行 教育旅行にも取り組んでいただきたいのと

５月、６月が非常に宿泊者が少ないとか、入り

込みが少ないんで、ここにやっぱり修学旅行生

。も誘致するのが大事じゃないかなということと

それから、せっかく宮崎に泊まったら、例え

ばこの時期、マンゴーを必ず食べさせる、みた

いな。我々でも買いたいけれども、結構値段が

張って買わない。でも、食べたら絶対感動する

と思うんですね。なので、少なくとも宿泊客に

対しては、宮崎牛でもいいし、地頭鶏でもいい

し、マンゴーでもいいし、必ずそれは補助金つ

けてでも出して、子供たちに全国の友達にこの

宮崎の食のすばらしさをアピールするのは絶対

大事じゃないかなと僕は思うんですね。この感

動は一生涯残ると思いますので、その取り組み

をぜひやっていただけないかなという要望です

けれども、よろしくお願いいたしたいと思いま

す。

そういったこともそれぞ○岩本観光推進課長

れ農家民泊とか協議団体、協議会等がございま

すので、関係者の方にもそういったお話もして

いきたいと思っております。

、○松村委員 スポーツキャンプ・合宿について

。ちょっとお聞かせいただきたいんですけれども

今のプロスポーツで長年やっていますよね。こ

こは、九州３県の中では、そちらからもうらや

ましがられるように宮崎の得意なところだと思

うんですけれども。これは若干右肩上がりとい

う、プロだけに限らずスポーツキャンプという

ところはそうでしょうけれども。プロスポーツ

というのは、今、これ、大体もう目いっぱいな

んですか。それとも、まだ施設として受け入れ

るところがあるのか、あるいは宿泊等の施設と

しては、まだキャパがあるのか。この受け入れ

の現状をお聞きしたい。

プロスポーツ○丸山スポーツランド推進室長

の受け入れということでございますと、今、プ
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ロ野球７球団ございますけれども、非常に施設

でいいますと、プロ野球からの要望というのは

非常にハードな、施設の規模でいうと、諸室が

必要だったりとかいろんな施設の基準といいま

しょうか、それもかなり高いレベルを要求され

まして、その施設の見合うところというのが、

なかなか宮崎には現状厳しいというところでご

。 、ざいます プロ野球キャンプの誘致に関しては

現状では、なかなかすぐさま新しい球団をとい

うのは厳しい状況ではないかなと思っておりま

す。

あと、Ｊリーグにつきましては、ここ数年、

一時よりは若干チームの数が、例えば沖縄とか

に流れている傾向はございまして、そこをいか

に今後引きとめてくるかというのが、今後の課

題ではないかなと思うんですけれども。

ただ、Ｊリーグにつきましても、冬芝の問題

とかいろんな施設整備が必要でございまして、

それを実施している市町村というのも限りがご

ざいますので、ここにつきましても市町村を含

めて、受け入れについて、いろいろ関係者と協

。議しながら努めてまいりたいと思っております

プロスポーツキャンプは７市町と○松村委員

いうことで、全くかかわっていないというとこ

ろがたくさんあるわけですけれども。市町村で

ぜひ整備したいとか、あるいは誘致に積極的だ

とか、そういうところはあるんですか。

例えば日向市○丸山スポーツランド推進室長

さんが以前、近鉄バッファローズがキャンプを

した時代がございまして、ただ、施設がかなり

老朽化しているということで、なかなか予算も

含めてすぐ見合うような施設がなかなかできな

いというようなことで、御希望はあるというよ

うにはお聞きしているんですけれども、ハード

面ですぐクリアできる状況にはないというふう

にお聞きしております。

副委員長、何かあります （発言す○松村委員 。

る者あり）

野球というのはかなり施設面でのハードルは

高いでしょうけれども、サッカーとかは、綾町

とか人口の小さい町でも積極的に今整備して取

り組んでいらっしゃるし、スポーツランドみや

ざきだから、もっと全県下に市町村、取り組み

ませんか もっとやりませんかということでキャ、

パを広げて受け入れ体制をつくっていくという

ことが、将来の伸ばしていく展望の受け皿がな

いというところに、また大きなこれから伸ばし

ていく、得意なところを伸ばしていくというと

ころの整備というところが、これから大事なん

じゃないかなと思います。

あと、プロに限らず、いわゆる少年から大人

まで楽しんでグラウンドゴルフでもいいじゃな

いですか。そこもスポーツ観光になると思うん

で。そのあたりの施設というか、そういうとこ

ろもリンクさせながら。空白地帯の市町村って

たくさんありますよね。宮崎県挙げてスポーツ

ランドと言うには、ちょっと、もうちょっとか

なという気もしています。一番得意な分野なん

で 観光客を誘致するには ここしかないんじゃ、 、

ないかという思いもしています。

もう一つ、今回はちょっと中身に入っていな

いんでしょうけれども、ゴルフ、サーフィン、

サイクリング、スポーツツーリズムのことを書

いていますけれども、このあたりの動向という

ところも、今後ちょっといろいろ資料なり、教

えてほしいなというのが１件と。

あと、ひと頃何でしたかね、韓国の皆さんが

トレッキング （ オルレ」と呼ぶ者あり）オル、「

レか。という話ありましたよね。これも広がっ

ているのかどうかわかんないんだけれども、コ
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ースをつくっていろいろ話があったんですけれ

ども ひと頃お客様の一つの狙いとして トレッ。 、

キングとかオルレとかこういうスポーツ、これ

もスポーツですね、滞在型というか周遊型の観

光スポーツとしてという話もありましたんで。

その辺どうなんですか、今。

オルレについては韓国発○岩本観光推進課長

祥のいわゆる一般的にトレッキングというよう

なことで、基準がございまして、全国の中で十

数カ所というのを認定されているんですけれど

、 、 、も 県内では 一応その認定コースというのが

今の高千穂だけという状況でございます。

そういったオルレという方式以外にもいろん

な森林セラピーだったり、より自然を散策しな

がら、その土地の文化なり景観を楽しむといっ

たようなツアーについてのニーズというのは、

やはり大きなものがあると思いますし、本県の

この自然環境を生かせる分野ではあると思いま

、 、すので 滞在型のそういう体験型の素材として

今後やっぱり進めていく必要があるのではない

かなと思っているところでございます。

スポーツの人口というのは、いろ○松村委員

んな分野で結構いらっしゃいますんで、その掘

り起こしをぜひこれからもお願いしたいと思っ

ております。

以上です。

資料については。○黒木委員長

次のチャンスでもいいですけれど○松村委員

も。

今、松村委員からありましたゴ○黒木委員長

ルフとかサーフィンとかそういったものの細か

な資料がありましたら、次の委員会でも提示し

ていただくようにお願いしたいと思います。

ほかに質疑ありませんでしょうか。

本で読んだんだけれども、スイス○井本委員

のツエルマットだったかちょっと忘れたが、あ

そこで観光案内している人がいて、向こうは観

光の許可をもらうのも、国が全部認定してもら

わないかん。立派なライセンスらしいんだけれ

ども。名前は忘れたけれども。前、私も議会で

質問したことがあるんだが、その人は、ともか

くリピーターを確保するのに大切なのは、そこ

に住んでいる人たちが誇れる町じゃないと、リ

ピーターは来ないということを口を酸っぱくし

て言っているんですよね。

、 、今 こうやってインバウンドブームになって

これ何でインバウンドかというと、単にビザの

発給が簡単になっただけのことなんでしょ。こ

の日本が急に観光が出てきたわけでもない。ビ

ザの発給がえらい簡単になった。それだけのこ

となの、理由は。こんなふえとるのは。だから

このブームのときに来て、宮崎県、例えばこが

いなとこに来て、もう一回来ようという気にな

らんかどうかが今後の鍵ですよ。だから、本当

にもう一回来たいというような観光地にするた

めには、ためにはといってもなかなか簡単じゃ

ないんだけれども、そこに住んでいる方たちが

誇れる町じゃないとリピーターは来ませんよ、

というのが彼の言い方だったですね。私はその

辺も、やっぱり一種の哲学じゃないんだけれど

も、全体的な、それこそ福利厚生とかそういう

のが大切なということになりますけれども、本

当にこの町はいい町だな、住んでみたいなとい

うような、ここが私の町ですよと誇れるような

町じゃないとリピーターは来ませんよというの

が彼の言い方だったもんだから。

今、インバウンドブームで浮かれてしまっと

るけれども、よく次のことを考えてやっぱり手

、 、 、を打っとかんと 単なる一時的な むしろ逆に

来てみて、何だ大したことない、ここは、とい
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うような悪評だけ残したんじゃ困るしですね。

今 外国人が来ていろんな民間のところに泊まっ、

て、いろんなことをやっているのをテレビで見

るけれども、あの後、その人たちがまた来たく

なるのかどうか、その辺はちょっと私どももわ

からんもんね。でも、来てみて、日本人と接し

て話して、日本人はいい人たちだなという感覚

になれば、また来たいという感じになるんじゃ

ない。私も世界をずっと２年間放浪してみて、

もう一回行ってみたいという印象に残るのは、

やっぱりそこの人たちの直接的に受ける感覚と

いうか、いい人たちだったな、あそこにもう一

回行ってみたいなというのは そういう部分じゃ、

ないかなと私は思う。もちろん観光施設やら何

やらをブラッシュアップするのは結構なことだ

し、やるべきじゃと思うんだけれども。本当に

来た方たちを大切にする。恐らく日本人はみん

な大切にするんじゃないかなと私は思うだけれ

ども、そんなことを言ったから。単なる一時的

なインバウンドブームに乗せられて、何かそれ

をちゅうことになって、本当に大切なものを見

失わんようにしてほしいなというだけの、これ

は老婆心でありますが。

非常に大事な観点と○井手商工観光労働部長

思っております。

きょうの御議論の中でも委員の皆様方からさ

まざま御議論いただいて、本日は最初の委員会

ということで、俯瞰した形で大くくりな形でデ

ータを御提示させていただいたところでござい

ます。

今後、先ほど申し上げました基金の使い道だ

とか、今後４年間のさらなる観光の推進をどう

していくのかとかいうための議論を進めていこ

うと思っておりますし、そのためには、今後の

取り組みの中に書いていますように、ターゲッ

トに応じたとか、効果的なとかというふうに掲

げていますけれども、何をどうターゲットとし

て見るのか、どうしたら効果的なのかという部

分も含めて、旅行をメニューで見るのか、それ

、とも地域で見るのかとかというのも含めながら

より具体的に議論を内部でもして、皆様方委員

。のほうにも御提示をできたらと思っております

中でも大事なのは、最後に井本委員のほうか

らございましたように、やっぱり地域づくりと

観光というのは非常に重要で密接に関係してお

りまして、それは最終的にやはり人づくりにな

るのかなと。それは単純に観光業に携わってい

る方々だけではなくて、我々県民皆がおもてな

しということを考えて、どう人と人を接してい

くのかと、外から来られた方とどう接していく

のかという部分につながっていくのかなと思っ

ております。

そういう意味でも、また来たいと思わせる観

光地づくりの中に人材の育成という部分を書か

せていただいているんですけれども、広く県民

の皆様方に伝わるようにどうしたらいいかとい

うことを、ことし、しっかり考えてまいりたい

と思っております。

以上でございます。

ほかに質疑ありませんでしょう○黒木委員長

か。

まだまだあるかと思いますが、きょうは初回

ですので、まだありますか。

すみません、先ほど太田○岩本観光推進課長

委員のほうから、熊本県のデータについての何

か理由がわかればということであったんですけ

れども、ここ数年の傾向ということで確認がと

れましたので、説明をさせていただきたいと思

います。

これは震災関係の土木事業者関係者が、長期
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宿泊で通年で宿泊しているというのが影響して

いると。だから、ここのところ熊本市内は特に

ですけれども、宿泊者が通年で稼働率が上がっ

ているということのようです。失礼します。

それでは、以上で終わりたいと○黒木委員長

思いますが、よろしいでしょうか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

それでは、執行部の皆さんは御○黒木委員長

退席いただいて結構です。お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時11分休憩

午前11時13分再開

委員会を再開いたします。○黒木委員長

まず、先日開催されました委員長会議の結果

につきましては、先日の常任委員会で資料の配

付がありましたので、説明は省略させていただ

きます。御協力をよろしくお願いいたします。

それでは、協議事項（１）の委員会の調査事

項についてであります。

お手元に配付の資料１をごらんください。

１の当委員会の設置目的につきましては、さ

きの臨時県議会で議決されたところでございま

すが、２の調査事項は、本日の初委員会で正式

に決定することになっております。

なお、この資料に記載の調査事項は、特別委

員会の設置を検討する際に、各会派から提案さ

れた調査事項を整理し、参考として記載してお

ります。

調査事項は、今後１年間の活動方針を決める

重要な事項であります。特別委員会の調査活動

は、実質６回程度しかございません。有効な提

言を行うためにも、少し時間をとって御議論い

ただきたいと思います。

調査事項につきまして、委員の皆様から御意

見がありましたらお願いいたします。

海外は行かんの。○井本委員

あとの計画とか調査事項がそう○黒木委員長

なれば、全然可能性がないということはありま

せん。

20億円も聞きに行かないかん。○星原委員

暫時休憩いたします。○黒木委員長

午前11時14分休憩

午前11時14分再開

再開いたします。○黒木委員長

特にありませんでしょうか。何かありました

、 。（「 」 ）ら お願いします 調査事項 と呼ぶ者あり

調査事項です （ 調査事項が決まって、活動方。「

針になるわけか」と呼ぶ者あり）そうです。

４つ掲げてありますが、順番にい○星原委員

けばですよ、インバウンド対策ということでい

くと、国内と海外とどういうふうな形で調査す

るのかということだと思うんですよ。これまで

海外の特別委員会も２年間やってきたわけで、

それに沿った形でインバウンドとして、国

が4,000万人ということ、あとオリンピックまで

にということ、その中のインバウンドの中の部

分から宮崎に具体的にどういう形で入ってきて

もらうかというのをやっぱり的を絞っていかな

いといけないのかなというふうに思うんですよ

ね、一つはね。

この東京オリンピック・パラリンピック、ラ

グビー、スポーツイベント、これも結構、どう

いう形の調査をしていくのかということなんだ

けれども、これについてもやっぱり宮崎のもの

を、木材とか、今言っている施設に使わせるの

か、来た人たちを宮崎に来てもらうような対応

をするのか、あるいはオリンピックで参加する

海外からの人たちを呼び込むための 今県がやっ、
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。ていることにもうちょっと踏み込んでいくのか

我々も委員会として、どういうふうな形の調査

をするかをしっかり決めないと、これも漠然と

じゃ、なかなか前に進まないだろうなというふ

うに思いますし。

次の３番目の国体に関してということだと、

施設づくりのことをやるのか。我々は観光振興

対策なんで、国体で県内、海外から、海外まで

はないでしょうけれども、国内からの誘客の部

分をどういうふうな形にしてやっていくのか。

８年後の国体のときだけじゃなくて、その前に

やるべきことは何なのかということを提案して

いかざるを得ないだろうと思うんで、その提案

をどういう形、施設づくりもあるでしょうし、

呼び込みのいろんなインバウンドの関係をどう

いうふうな形でやっていくのかっていうのと。

県内の26市町村の割り振りがあるだろうと思う

んですね。何種類かの他の種目のやつがあるん

で、そういったものに対してのここの調査をし

ていくのかどうなのかだと思うんですね。

あと、県内観光だと、４番目だと、今までも

掲げてきているので、これの磨き上げをどうす

るのか。各県内の市町村単位でとか、地域別で

とか、ブロック別でとか、何かそういう形で、

、 、今後 我々はこういうことをすべきじゃないか

あるいは、こういうことに取り組んでいかなく

ちゃいけないんじゃないかと。特に海外からの

人たちを呼ぶとなると、ちょっとさっき思った

んだけれども、Ｗｉ―Ｆｉなんかのそういった

ものがどうなのか。そういうものもぴしっと整

備されているのかどうか。あるいは、観光案内

看板なんかがどの程度設置されているか。やっ

ぱり県と市町村がそういう力を合わせてやらん

といかん部分があるでしょうから、そういうの

をどうするのか。そういう調査目的は結構大き

いんで、回数の割には。どういうふうな形で何

の調査をしていくのか、どういうふうにしてい

くのかを的を絞り込んでおかないと、なかなか

厳しいのかなというふうに、調査事項から見え

るものは、そういうのを私は感じた。皆さん方

がまたどう感じて、調査項目をどこまでどうい

うふうにしていくのか。この４つの事項の中の

どういうような形にしていくのかというのを、

きょう決めておかないと、なかなか前に進まな

いだろうなというふうに。

以上です。

ほかに御意見ありませんでしょ○黒木委員長

うか。

観光立県宮崎が何で最下位なのか○満行委員

ですよね。全国の観光立県、客数もこれも福岡

の10分の１だし、観光消費額もこれも福岡の10

分の１ インバウンドの延べ宿泊者数も福岡の10、

分の１。何もかんも観光立県宮崎は、いつの間

、 、にか 九州各県の最下位になってしまっている

全国でも最下位のレベルにあるという、それで

商工観光労働部なんですよね。いつの間にこう

なってしまったのかなという、非常に残念な感

じなので。そこをどうするかというところで、

それに派生する分は出てくるんだと思うんです

けれども。

ただ、他県がそうというんじゃなくて、どの

、 。数字も２倍 ３倍にはできるんじゃないのかと

他県は平然とやっているわけですね。宮崎、こ

れだけ商工観光労働部挙げていろんなことを

やっていて、九州最下位、全国でも本当に低い

レベルにあるというところはなぜなのかという

のを、この１年間やっぱり掘り下げていただき

たいなと （発言する者あり）。

ということは、県外視察を中心に○井本委員

見て回ったほうがいいということ。
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いくつかは他県の、九州の中でも○満行委員

福岡とか、沖縄は別格かもしれないけれども。

県内を見て回る必要は余りないの○井本委員

か。

だから、比較はしないといけない○満行委員

と思います。宮崎県の実情、他県の実情、どっ

かを切って比較をしないと。旅行業界とか行政

の取り組み状況とかというのは、違っているん

じゃないですか 一緒で宮崎がこのオーダーが10。

分の１だっていうのは、何かがおかしいんじゃ

ないのかな。

暫時休憩して、自由意見交換会○黒木委員長

したいと思います。

午前11時22分休憩

午前11時39分再開

それでは、委員会を再開いたし○黒木委員長

ます。

調査事項につきまして、今言ったとおり、こ

の３点に絞るということで調査を進めたいと思

いますが、御異議はないでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

では、そのように決定をいたし○黒木委員長

ます。

次に、協議事項（２）の委員会の調査活動方

針・計画についてであります。

活動方針（案）につきましては、資料１の３

に記載のとおりであります （発言する者あり）。

協議資料（２）の委員会の調査活動方針・計

画についてであります。間違いないですよね。

（「 、 」 ）今 資料３と言ったんですよ と呼ぶ者あり

そうですか。資料２です。

これにつきましては、議会日程や委員長会議

の結果を考慮して作成しております。

活動計画（案）につきまして、何か御意見が

。 。ありましたらお願いいたします 資料２ですね

インバウンドということからする○井本委員

と、海外にも向いてやっぱりちょっと考えない

かん。

休憩いたします。○黒木委員長

午前11時40分休憩

午前11時48分再開

それでは、この調査活動計画○黒木委員長

（案）を基本に、今後１年間の調査活動を実施

していくことにしたいと思いますが、御異議あ

りませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○黒木委員長

します。

次に、協議事項（３）の県内調査についてで

あります。

再び、資料２をごらんください。７月26日か

ら27日で県南地区、８月８日から９日で県北地

区の県内調査を計画しております。

調査事項については先ほど決定いたしました

が、県南調査、県北調査の調査先につきまして

、 。は 御意見等がありましたらお願いいたします

一応、周りの人たちが観光地と呼○井上委員

んでいるところ。宮崎県内の観光地。私たちが

調査に行くところは、役所に行ったりとかそう

いうことばっかり行っているわけだけれども、

一応観光地と呼ばれているところは、どういう

状況なのかというのは、全部じゃなくていいわ

けだけれども、幾つか上げてもらって、そこに

はちょっと行ってみて、現状どうなのかとか。

これは普通に来たときにどう思うのかみたいな

ぐらいのことはしてもいいんじゃないかなと思

う。今言ったとき、観光地と呼ばれるところ、

頭に浮かびます。浮かばないですよ。だから、
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それをちょっと私たちも一観光客になったつも

りで行ってみるとかというのは、一つ大事なん

じゃないかなと思うんです。

そしたら、宮交観光か何かに海外○星原委員

の人たちはどの辺のところを案内しているか、

そういうのを聞けば大体わかる。県北ではどの

辺の人を案内している、県央ではどの辺、県南

ではどの辺を案内のコースに入れているかとい

うので、そういうところに行って聞けば、どう

、 、いう話が出ているかとか どういう状況なのか

何か取り組みを云々してほしいとかというのは

聞けるかも。我々じゃちょっと思いつかないか

ら。ありそうで、結構いろんなところいるんだ

けれども、果たしてどうなのかって。専門の連

中がどこを案内しているかという。中で聞くこ

とは一つの方法として。

そういうのもちょっと入れてもら○井上委員

うといいかな。

そういうのをつくっていますね、○二見委員

宮崎県。

多分あるはず。○星原委員

パンフレットをつくって、県内各○二見委員

地のいろんなここがありますというのをしてい

るんですけれど。

人気のあるところが、反応がいい○星原委員

ところで、多分旅行社が動かしているはずだか

ら、あのとおりに動いているんじゃなくて。観

光マップもそうなると、変えていくぐらいの話

を。

ほかに御意見ありませんでしょ○黒木委員長

うか。

あとは委員長、副委員長で、今い○星原委員

ろいろ意見が出たんでまとめて。

ただいま御意見をいただきまし○黒木委員長

たけれども、これを参考にして日程を決めたい

と思います。調査先との調整などについては、

正副委員長に御一任をいただきたいと存じます

が、よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのような形で進め○黒木委員長

させていただきます。

次に、協議事項（４）の次回委員会について

であります。

先ほど御協議いただいた調査事項を踏まえま

して、次回の委員会での執行部への説明資料要

求について、何か御意見や御要望はありません

か。

県ができることと市町村ができる○井本委員

、 。 、こととは 恐らく違うんだろうと思う だから

県ができることはあんまりないのでは。むしろ

市町村から上がってくるものを県がバックアッ

プするという形になっとるんじゃないかと恐ら

く思うんだけれども。その辺のところを市町村

がどんなふうに上げてきているのか。その辺を

聞かせてもらうといいかな。

予算がないから、よっぽどじゃな○星原委員

いと、大きいところじゃないと、宮崎市ぐらい

じゃないと、町村単位じゃ、観光予算なんてそ

んな組めないはず。

しかし、今、観光観光って言いよ○井本委員

るんだから。

だから県が援助するとか、そうい○星原委員

う支援するとかっていうのはできるだろうと思

う。だから、そういうのを市町村の人たちから

話を聞けば、こういうことをやってもらいたい

というのはあるかもしれない。

その件についても次の委員会で○黒木委員長

。御意見を出していただきますようお願いします

、 、それでは 次の委員会の内容につきましては

正副委員長に御一任をいただきたいと存じます
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が、よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

。○黒木委員長 そのようにさせていただきます

最後に、協議事項（５）のその他で、委員の

皆様から何かございませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようであれば、次回の委員○黒木委員長

会は、６月定例会中の６月22日金曜日午前10時

からを予定しておりますので、よろしくお願い

いたします。

それでは、以上で本日の委員会を閉会いたし

ます。お疲れさまでした。

午前11時54分閉会

平成30年５月21日（月曜日）


